
見積参考資料

工事名 Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修
繕工事

◇経費情報◇

工種区分 橋梁保全工事

単価地区 徳島東部１

単価使用年月 令和 7年 7月

施工地域・工事場所 市街地（DID補正）（１）－１

前金支出割合 補正を行わない

契約保証 金銭的保証

現場環境改善費 計上しない

週休２日確保工事に係
る経費補正 週休２日(月単位)

注意
 
「見積参考資料」は入札参加者の迅速で適正
な工事費の見積りのための一資料であり、請
負契約を拘束するものではない。

徳島県



設計内訳書（本01）
工事名 Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修

繕工事
事業区分
工事区分

道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

橋梁保全工事

式 1    

橋梁補修工

式 1    

ひび割れ補修工

式 1    

充てん工法 1構造物当り補修延べ延長:20m未満,材料種類:可
とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系充填材

構造物 1    

単   1号

低圧注入工法 1構造物当り補修延べ延長:25m未満,材料種類:ｴﾎﾟ
ｷｼ樹脂低圧注入

構造物 1    

単   2号

断面修復工

式 1    

左官工法　 1構造物当り修復延べ体積:1.32m3,材料種類:ﾎﾟﾘﾏ
ｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ,鉄筋ｹﾚﾝ･鉄筋防錆処理:有り

構造物 1    

単   3号

殻運搬　

m3 1    

単   4号

殻処分　

m3 1    

単   5号

水切り設置工

式 1    

水切り設置

m 17    

単   6号

仮設工

式 1    

仮設足場

式 1    
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設計内訳書（本01）
工事名 Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修

繕工事
事業区分
工事区分

道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

吊足場 TYPE A1 h<1.5m

m2 66    

単   7号

朝顔 TYPE B

m2 66    

単   8号

板張防護 TYPE B

m2 66    

単   9号

交通管理工

式 1    

交通誘導警備員 A

人日 2    

単  10号

交通誘導警備員 B

人日 4    

単  11号

直接工事費

式 1    

共通仮設

式 1    

共通仮設費（率計上）

式 1    

純工事費

式 1    

現場管理費

式 1    

工事原価

式 1    

一般管理費等

式 1    
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設計内訳書（本01）
工事名 Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修

繕工事
事業区分
工事区分

道路維持･修繕
橋梁保全工事

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

工事価格

式 1    

消費税額及び地方消費税額

式 1    

工事費計

式 1    
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１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   1号
充てん工法 1構造物当り補修延べ延長:20m未満,

材料種類:可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系充填
材

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ひび割れ補修工(充てん工法) 20m未満,0.3kg

構造物 1    

単  12号

合計

単価
円／構造物

１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   2号
低圧注入工法 1構造物当り補修延べ延長:25m未満,

材料種類:ｴﾎﾟｷｼ樹脂低圧注入 単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

ひび割れ補修工(低圧注入工法) 25m未満,0.03kg,0.4kg,5個

構造物 1    

単  13号

合計

単価
円／構造物
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１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   3号
左官工法　 1構造物当り修復延べ体積:1.32m3,

材料種類:ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ,鉄筋ｹﾚﾝ･
鉄筋防錆処理:有り

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

断面修復工(左官工法) 有り,0.1m3以上,0.94m3

構造物 0.71 

単  14号

断面修復工(左官工法) 無し,0.1m3以上,0.38m3

構造物 0.29 

単  15号

亜硝酸ﾘﾁｳﾑ 40%水溶液

kg 8.3  

単  16号

合計

単価
円／構造物
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１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   4号
殻運搬　

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

殻運搬 ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし,機
械積込,有り,5.7km以下,全ての費用

m3 1    

合計

単価
円／m3

１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   5号
殻処分　

単位 m3 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費(m3)

m3 1    

単  17号

合計

単価
円／m3

徳島県- 6 -



１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   6号
水切り設置

単位 m 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁用水切り材設置工 無し,接着剤固定式,床版下面,無し,
有り,1m

m 1    

単  18号

合計

単価
円／m

１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   7号
吊足場 TYPE A1 h<1.5m

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう特殊工

人 0.13 

足場損料

月 2.9  

合計

単価
円／m2
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１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   8号
朝顔 TYPE B

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう特殊工

人 0.022

足場損料

月 2.9  

合計

単価
円／m2

１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単   9号
板張防護 TYPE B

単位 m2 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋りょう特殊工

人 0.018

足場損料

月 2.9  

合計

単価
円／m2
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１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  10号
交通誘導警備員 A

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員A

人日 1    

単  19号

合計

単価
円／人日

１次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  11号
交通誘導警備員 B

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員B

人日 1    

単  20号

合計

単価
円／人日
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  12号
ひび割れ補修工(充てん工法) 20m未満,0.3kg

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人 0.85 

特殊作業員

人 1.3  

普通作業員

人 1.1  

材料費
充填剤　可とう性エポキシ樹脂系充填材

kg 0.36 

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  13号
ひび割れ補修工(低圧注入工法) 25m未満,0.03kg,0.4kg,5個

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人 1.5  

特殊作業員

人 2.4  

普通作業員

人 1.8  

注入材
注入材　ｴﾎﾟｷｼ樹脂低圧注入

kg 0.03 

ｼｰﾙ材
ｼｰﾙ材

kg 0.548

材料費
定圧注入器具

個 5    

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  14号
断面修復工(左官工法) 有り,0.1m3以上,0.94m3

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人 26.32 

特殊作業員

人 49.82 

普通作業員

人 26.32 

材料費
断面修復材　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

m3 1.109

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  15号
断面修復工(左官工法) 無し,0.1m3以上,0.38m3

単位 構造物 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

土木一般世話役

人 9.12 

特殊作業員

人 17.1  

普通作業員

人 8.74 

材料費
断面修復材　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

m3 0.448

諸雑費(率+まるめ)  

式 1    

合計

単価
円／構造物
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  16号
亜硝酸ﾘﾁｳﾑ 40%水溶液

単位 kg 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

材料費(kg)

kg 1    

単  21号

合計

単価
円／kg

２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  17号
処分費(m3)

単位 m3 単位数量
100    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

処分費
ｺﾝｸﾘｰﾄ殻（無筋）　処分費　L=4.6km(DID有)

m3 100    

合計

単価
円／m3
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  18号
橋梁用水切り材設置工 無し,接着剤固定式,床版下面,無し,

有り,1m 単位 m 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

橋梁用水切り材設置工 接着剤固定
下面 作業車無し 制約無 昼間

m 1    

橋梁用水切り材
水切材　下面用

m 1    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／m
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２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  19号
交通誘導警備員A

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員A

人 1    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／人日

２次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  20号
交通誘導警備員B

単位 人日 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

交通誘導警備員B

人 1    

諸雑費(まるめ)

式 1    

合計

単価
円／人日
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３次単価表
単価使用年月 2025.07

歩掛適用年月 2025.07

労務調整係数 1.000-00000  0.0  0

単  21号
材料費(kg)

単位 kg 単位数量
1    

単価

名称・規格 条件 単位 数量 単価 金額 摘要

材料費
亜硝酸リチウム40%水溶液

kg 1    

合計

単価
円／kg
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機労材集計リスト（機械）
工事名 Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修

繕工事

単価コード 名　称 規　格 単位  数量 金額  摘要

M000301005 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ[ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ] 10t積級 供用日 0.03 622

合計額 622
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見積単価一覧表

工事名

名称 規格 単位 単価 備考

亜硝酸リチウム PSL-40 亜硝酸リチウム40%水溶液 kg 6,600

処分費 コンクリート殻（無筋） m3 2,110 L=4.6km(DID有り)

Ｒ７徳土　徳島小松島線（御玉橋）　小・南小松島～横須　橋梁修繕工事



御玉橋　橋梁修繕工事　数量総括表
数　量 備　考

（計） 注記

橋梁補修工

断面修復工 左官工法(上部工)

修復面積 m2 13.5

修復材量 ポリマーセメントモルタル m3 0.94 V=1.11m3(ロス率含)

亜硝酸リチウム PSL-40 亜硝酸リチウム40%水溶液 kg 8.3

断面修復工 左官工法(下部工)

修復面積 m2 7.6

修復材量 ポリマーセメントモルタル m3 0.38 V=0.45m3(ロス率含)

亜硝酸リチウム PSL-40 亜硝酸リチウム40%水溶液 kg 3.4

ひび割れ注入工

ひび割れ注入工 エポキシ樹脂低圧注入 m 1.5

シール材 W=50mm x t=3mm 比重1700kg/m3 kg 0.4 W=0.5kg(ロス率含)

注入材 エポキシ樹脂注入材 2種 比重1200kg/m3 kg 0.03

注入器具 低圧注入器 個 5

ひび割れ充てん工

ひび割れ充てん工 可とう性エポキシ樹脂系充填材 m 2.2

充填材 可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重1200kg/m3 kg 0.3 W=0.4kg(ロス率含)

水切り設置工

水切り設置工 後施工接着型 軟質PVC m 17

運搬処理工

殻運搬処理工

殻運搬処理 無筋コンクリート殻 L=8.0km m3 1 W=3.11t

仮設工

足場工

吊り足場 H＜1.5　床面板張り防護 TYPE A1 m2 66 供用:2.9ヶ月

朝顔 両側 TYPE B m2 66 供用:2.9ヶ月

朝顔　板張防護工 両側 TYPE B m2 66 供用:2.9ヶ月

レベル2
工種

レベル3
種別

レベル4
細別

レベル5
規　　　格 単位



断面修復工

断面修復工 集計表(上部工)

名   称 規   格 単位 合計

修復面積 m2 13.450

修復材量 ロス含まず m3 0.942

修復材量 ロス率 +0.18 m3 1.112

はつり工 m3 0.942

コンクリート殻 無鉄筋構造物 m3 0.942

亜硝酸リチウム
PSL-40
亜硝酸リチウム
40%水溶液

kg 8.304

■リハビリ断面修復工法 PSL-40(亜硝酸リチウム40%水溶液)必要量の算定

修復材1.0m3当たり添加量

注記)塩化物イオン濃度試験を実施していないため，腐食発生限界塩化物イオン濃度2.0kg/m3

　　 を用いてリチウムイオン投入量を算出する。

【1.0式当たり添加量】

　亜硝酸リチウム40%水溶液

V= 1.112*7.468 = 8.304 kg

備考



 断面修復工(上部工)

　補修箇所の番号と形状は，補修詳細図を参照のこと。

 数量集計

修復面積 はつり工 コン殻

(m2) 実数 ロス率含 (m3) (m3)

13.450 0.942 - 0.942 0.942

13.450 0.942 1.112 0.942 0.942

〇施工単価入力基準

工種：断面修復工(左官工法)

WB229210 施工単位 構造物

①有り ②無し ①＜0.1m3 ②≧0.1m3

◯ ◯

・コン殻=補修材料*100%

構造図

集計表

修復材料(m3)
備　考

1.112

合 計 ・ロス率(K)= +0.18

歩掛コード

施工区分 入力条件 備　考

 m3

各　　種

J1 J2 J3

鉄筋ケレン･防錆処理 修復延べ体積区分 修復延べ体積)

注記)
1.断面修復材は，亜硝酸リチウムを混合したポリマーセメントモルタルを基本とする。
ただし，施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決定すること。
2.修復厚さは，現橋調査結果より，純かぶり40mm+主鉄筋φ25=>70mm，
下部工:50mm に設定している。
3.施工前に現地計測を行い，施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
4.鉄筋構造物は鉄筋の裏側まではつることを原則とする。
ただし，鉄筋の腐食状況等を確認した上，はつり厚さを変更する場合は協議を行い
決定すること。
5.数量表は，ロス率を加味しない値を示す。
6.添架物周辺を補修する際は，添架物を損傷しないよう注意を払うこと。

断面修復工
[鉄筋構造物：左官工法]

④鉄筋防錆処理

①カッター工 ①カッター工

②はつり工

③プライマー塗布

⑤断面修復材

現 状

コンクリート
うき・剥落部

鉄筋既設部コンクリート

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用いて
鉄筋防錆材を塗布する。

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。
・電動ピックを用いてコンクリート

劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

1)亜硝酸リチウムを混合したポリマーセメントモルタルをコテ塗
りし、当初の形状に戻す。

2)1回の埋め戻し厚は、20～30mmを標準とし、下層モルタルが十分
硬化したことを確認したうえで、次層のモルタルを塗り重ねる。

3)露出させた鉄筋の背面側には、断面修復材が回りにくいため、
特に入念に埋め戻す必要がある。

4)断面修復厚さは、各部材で設定している。

断面修復材量Vは下式より算出する。
V=W・L・t・1.18

ここに、
V :断面修復材量
W :修復幅
L :修復長
t :修復厚
1.18 :ロス率

100mm 100mm

最
小
純
か
ぶ
り

厚
10
mm



 数量計算

面積(m2) 数量(m3)

13.450 0.942

合計 13.450 0.942

　　床版

番号 幅(m) 長さ(m) 面積(m2) 厚さ(m) 数量(m3)

(1) 0.40 0.70 0.2800 0.07 0.020

(2) 0.20 0.35 0.0700 0.07 0.005

(3) 0.90 3.35 3.0150 0.07 0.211

(4) 1.40 3.35 4.6900 0.07 0.328

(5) 0.30 1.00 0.3000 0.07 0.021

(6) 0.30 0.20 0.0600 0.07 0.004

(7) 0.55 1.10 0.6050 0.07 0.042

(8) 0.50 0.30 0.1500 0.07 0.011

(9) 0.70 0.30 0.2100 0.07 0.015

(10) 1.10 0.60 0.6600 0.07 0.046

(11) 1.10 3.10 3.4100 0.07 0.239

計 13.450 0.942

床版

数量計算表

場所 備　考

〃

数量計算表　主桁

備　考

床版01

〃

〃

〃

〃

〃

床版02

〃

〃

〃



断面修復工

断面修復工 集計表(下部工)

名   称 規   格 単位 合計

修復面積 m2 7.593

修復材量 ロス含まず m3 0.382

修復材量 ロス率 +0.18 m3 0.451

はつり工 m3 0.382

コンクリート殻 無鉄筋構造物 m3 0.382

亜硝酸リチウム
PSL-40
亜硝酸リチウム
40%水溶液

kg 3.368

■リハビリ断面修復工法 PSL-40(亜硝酸リチウム40%水溶液)必要量の算定

修復材1.0m3当たり添加量

注記)塩化物イオン濃度試験を実施していないため，腐食発生限界塩化物イオン濃度2.0kg/m3

　　 を用いてリチウムイオン投入量を算出する。

【1.0式当たり添加量】

　亜硝酸リチウム40%水溶液

V= 0.451*7.468 = 3.368 kg

備考



 断面修復工(下部工)

　補修箇所の番号と形状は，補修詳細図を参照のこと。

 数量集計

修復面積 はつり工 コン殻

(m2) 実数 ロス率含 (m3) (m3)

7.593 0.382 - 0.382 0.382

7.593 0.382 0.451 0.382 0.382

〇施工単価入力基準

工種：断面修復工(左官工法)

WB229210 施工単位 構造物

①有り ②無し ①＜0.1m3 ②≧0.1m3

◯ ◯

各　　種

J1 J2 J3

鉄筋ケレン･防錆処理 修復延べ体積区分 修復延べ体積)

0.451  m3

構造図

集計表

修復材料(m3)
備　考

・コン殻=補修材料*100%

合 計 ・ロス率(K)= +0.18

歩掛コード

施工区分 入力条件 備　考

注記)
1.断面修復材は，亜硝酸リチウムを混合したポリマーセメントモルタルを基本とする。
ただし，施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決定すること。
2.修復厚さは，現橋調査結果より，純かぶり40mm+主鉄筋φ25=>70mm，
下部工:50mm に設定している。
3.施工前に現地計測を行い，施工範囲及び施工数量について協議を行うこと。
4.鉄筋構造物は鉄筋の裏側まではつることを原則とする。
ただし，鉄筋の腐食状況等を確認した上，はつり厚さを変更する場合は協議を行い
決定すること。
5.数量表は，ロス率を加味しない値を示す。
6.添架物周辺を補修する際は，添架物を損傷しないよう注意を払うこと。

断面修復工
[鉄筋構造物：左官工法]

④鉄筋防錆処理

①カッター工 ①カッター工

②はつり工

③プライマー塗布

⑤断面修復材

現 状

コンクリート
うき・剥落部

鉄筋既設部コンクリート

コンクリートはつり

鉄筋防錆処理

断面修復

・ケレンした鉄筋表面に刷毛を用いて
鉄筋防錆材を塗布する。

・ワイヤーブラシ等により鉄筋表面
の錆を落とす。

鉄筋ケレン

・はつり範囲にカッターを入れる。
・電動ピックを用いてコンクリート

劣化部をはつる。

施工フロー図

補 修

1)亜硝酸リチウムを混合したポリマーセメントモルタルをコテ塗
りし、当初の形状に戻す。
2)1回の埋め戻し厚は、20～30mmを標準とし、下層モルタルが十分

硬化したことを確認したうえで、次層のモルタルを塗り重ねる。
3)露出させた鉄筋の背面側には、断面修復材が回りにくいため、

特に入念に埋め戻す必要がある。
4)断面修復厚さは、各部材で設定している。

断面修復材量Vは下式より算出する。
V=W・L・t・1.18

ここに、
V :断面修復材量
W :修復幅
L :修復長
t :修復厚
1.18 :ロス率

100mm 100mm

最
小
純
か
ぶ
り

厚
10
mm



 数量計算

面積(m2) 数量(m3)

4.735 0.238

2.858 0.144

合計 7.593 0.382

　　A1橋台

番号 幅(m) 長さ(m) 面積(m2) 厚さ(m) 数量(m3)

(1) 0.80 1.60 1.2800 0.05 0.064

(2) 0.85 0.20 0.1700 0.05 0.009

(3) 0.70 1.00 0.7000 0.05 0.035

(4) 0.85 0.20 0.1700 0.05 0.009

(5) 0.60 0.80 0.4800 0.05 0.024

(6) 0.35 0.50 0.1750 0.05 0.009

(7) 0.60 0.70 0.4200 0.05 0.021

(8) 0.30 0.60 0.1800 0.05 0.009

(9) 0.50 1.20 0.6000 0.05 0.030

(10) 0.40 0.40 0.1600 0.05 0.008

(11) 0.60 0.40 0.2400 0.05 0.012

(12) 0.40 0.40 0.1600 0.05 0.008

計 4.735 0.238

　　A2橋台

番号 幅(m) 長さ(m) 面積(m2) 厚さ(m) 数量(m3)

(1) 1.30 1.10 1.4300 0.05 0.072

(2) 0.40 0.55 0.2200 0.05 0.011

(3) 0.30 0.35 0.1050 0.05 0.005

(4) 0.35 0.55 0.1925 0.05 0.010

(5) 0.50 1.00 0.5000 0.05 0.025

(6) 0.50 0.50 0.2500 0.05 0.013

(7) 0.40 0.40 0.1600 0.05 0.008

計 2.858 0.144

〃

数量計算表　A1橋台

数量計算表　A2橋台

〃

備　考

A1橋台上流側

〃

A1橋台下流側

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

備　考

〃

備　考

A2橋台下流側

〃

〃

A1橋台

A2橋台

場所

数量計算表



ひび割れ補修工

 低圧注入工法

　補修箇所の番号と形状は，補修詳細図を参照のこと。

 数量集計

注入工 注入器具

(m) 実数 ロス率含 実数 ロス率含 (個)

1.50 0.38 0.53 0.03 0.03 5

1.50 0.38 0.53 0.03 0.03 5

〇施工単価入力基準

工種：ひび割れ補修工(低圧注入工法)

WB229110 施工単位 構造物

J2 J3 J4 J5

補修延べ延長 注入材使用量 シール材設計料 器具使用量

①25m未満 ②25m以上 (m) (kg) (kg) (個)

本橋 1.50 0.03 0.38 5

構造図

ひび割れ補修工 集計表

シール材(kg) 注入材(kg)
備　考

合 計

歩掛コード

施工区分 入力条件 備　考

各　　種

J1

補修延べ延長区分

ひび割れ補修工

エポキシ樹脂シール

カートリッジ
(エポキシ樹脂注入材)

自動低圧注入器 ひび割れ

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

注 入

パイプ撤去

シール材撤去

仕 上 げ

清 掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。
V=1200・b・h・L・1.20

ここに，
V :注入量
1200 :エポキシ樹脂系注入材比重
b :びびわれ幅
h :びびわれ深さ
L :ひび割れ延長
1.20 :ロス率

(エポキシ樹脂注入材 2種)

注記)
1.施工前に現地計測を行い，施工範囲及び施工数量について協議を行
い決定すること。
2.注入工法の注入材は，エポキシ樹脂注入材2種を基本とする。
ただし，施工性等から材料，種別等を変更する場合は協議を行い決
定すること。
3.注入深さは，50mmに設定している。
4.数量表は，ロス率を加味しない値を示す。

[低圧注入工法]



 基準数量

　以下に、基準数量(10m当たり)を算出する。算出時の規準は以下のとおり。

①ひび割れ注入材の品質規格は，国土交通省規格エポキシ2種に準じる材料とする。

②シール材ロス率：37％(土木工事標準積算基準書/徳島県県土整備部)

③注入材ロス率：20％(橋梁架設工事の積算/(社)日本建設機械施工協会)

【基準数量(10m当たり)】

①ひび割れ注入工(エポキシ樹脂低圧注入)

L= 10.0 = 10.0 m

②シール材(W50mmxt3mm,比重1700kg/m3)

W= 1700*0.050*0.003*10.0 = 2.55 kg

  ・ロス率を含む

W= 2.55*1.37 = 3.49 kg

③注入材(エポキシ樹脂注入材 2種,比重1200kg/m3)

W= 0.03/1.50*10.0 = 0.20 kg

  ・ロス率を含む

W= 0.20*1.20 = 0.24 kg

④注入器具

N= 10.0/0.300 = 33 個

　注記）

　　　使用材料は、建設物価 (財)建設物価調査会 接着剤(1) コンクリート要(1)　注入補修

　　工事用 <エポキシ樹脂系>　から選定のこと。

※1：Ａ＝ひび割れが進行している、Ｂ＝ひび割れの進行が止まった

※2：チキソトロピック係数 2rpm/20rpm の粘度で表す。

※3：規格に対する百分率

「コンクリートのひび割れ調査・補修・補強指針 -2013- (社)日本コンクリート工学協会 P.128」

解説表-6.3.1 建設省総合技術開発プロジェクト 注入材と充填材の品質規格

材料の種類　
土木補修用エ

ポキシ樹脂
注入材 1種

土木補修用エ

ポキシ樹脂
注入材 2種

土木補修用エ

ポキシ樹脂
注入材 3種

土木補修用充

填材ポリマー
セメント系

土木補修用充

填材シーラン
ト系

　項目

ﾀﾞﾚを認めず

 ひび割れ進行区分 Ｂ Ａ Ｂ Ａ，Ｂ

 ひび割れ幅(mm) 0.2 ～ 5.0 5.0 ＜

 粘　度(mPa･s) 1,000 以下 4 ± 1 1,000 以下 1,000 以下

24以内

 可使時間(分) 30以上 30以上 30以上 30以上 240以上

 硬化時間(時間) 16以内 16以内 24以内 16以内

800以上

 硬化収縮(%) 0.1以下 0.1以下 0.1以下 0.1以下 －

 伸び率(%) － 50以上 100以上 －

60以上

 モルタル付着強さ
 (乾燥面)(N/mm2)

6以上 6以上 6以上 6以上
たわみ量10mm

以上で破壊す

ること

 付着力耐久性保持率(%) 60以上 60以上 60以上 60以上

※1

※2

※3



　数量計算

延長(m) 数量(kg)

1.50 0.027

合計 1.50 0.027

〇数量集計

　①延  長

ΣL= 数量集計表より = 1.50 m

　②シール材

ΣW= 2.55 kg/10m * 1.50 / 10 = 0.38 kg

　③注入材

ΣW= 数量集計表より = 0.03 kg

　④注入器具

ΣW= 33 個/10m * 1.50 / 10 = 5 個

　　床版

番号 幅(mm) 延長(m) 深さ(m) 数量(kg)

(1) 0.30 1.50 0.050 0.027

計 1.50 0.027

数量計算表

備　考

床版01

数量計算表

場所 備考

床版



ひび割れ補修工
　ひび割れ充填工

(1.0式当たり数量)

充填延長

L= 2.20 = 2.20 m

コンクリート殻(無筋構造物)

V= 0.010*1/2*(0.010+0.015)*2.20 = 0.001 m3

充填材(可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重1200kg/m3)

W= 0.33 = 0.33 kg

充填材(ロス率を含む)

W= 0.33*1.20 = 0.40 kg

(10.0m当たり数量)

充填延長

L= 10.0 = 10.0 m

コンクリート殻(無筋構造物)

V= 0.010*1/2*(0.010+0.015)*10.0 = 0.001 m3

充填材(可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重1200kg/m3)

W= 0.33/2.20*10.0 = 1.50 kg

充填材(ロス率を含む)

W= 1.50*1.20 = 1.80 kg

注記）

・充填材ロス率20％(土木工事標準積算基準書/徳島県県土整備部)

構造図

ひび割れ補修工

注記)
1.施工前に現地計測を行い，施工範囲及び施工数量について協議を行

うこと。
2.充填工法の充填材量は，可とう性エポキシ樹脂系充填材を標準とし

ている。ただし，施工性等から材料を変更する場合は協議を行い決
定すること。
3.数量表は，ロス率を加味しない値を示す。

10
mm

程
度

注記)
ひびわれ深さが深い場合は，注入工法と併用すること。

ひびわれ面を
U 又は Vカット

プライマー塗布

バックアップ材挿入

清 掃

充填材を充填

養 生

仕 上 げ

10～15

(可とう性エポキシ樹脂)

可とう性エポキシ樹脂充填

施工フロー図

充填量は下式より算出する。
V=0.010・1/2・(0.010+0.015)・L・1200・1.20

ここに，
V :充填量
1200 :可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重(kg/m3)
L :ひびわれ延長
1.20 :ロス率

[充てん工法]





■ひび割れ充填工数量集計表

　補修箇所の番号と形状は，補修詳細図を参照のこと。

ひび割れ充填工 集計

延長(m) 充填量

(m) (kg)

合計 2.20 0.330

上部工

番号 延長(m) 充填量

(1) 0.80 0.120

(2) 0.40 0.060

計 1.20 0.180

下部工

番号 延長(m) 充填量

(1) 1.00 0.150

計 1.00 0.150

(ひび割れ充填量)

・充填量は下式より算出する。

V=0.010×1/2×(0.010+0.015)×L×1200

V:充填量，1200:可とう性エポキシ樹脂系充填材 比重(kg/m3)

L:ひび割れ延長

下部工 ひび割れ充填工　数量集計表

備考

A1橋台

上部工 ひび割れ充填工　数量集計表

備考

高欄下面

〃



水切り設置工

 水切り設置工

【1.0式当たり】

水切り設置工(後施工接着型：軟質PVC) 

L1= 3.4 …下流側 = 3.4 m

L2= 3.4 …中間部 = 3.4 m

L3= 3.5 …中間部 = 3.5 m

L4= 6.5 …上流側 = 6.5 m

合計 = 16.8 m

構造図

水切り設置工詳細図

設置位置断面図

25

15

水切り詳細図(a部)

軟質PVC

貼り付け面清掃

専用接着剤(エポキシ樹脂)塗布

水切り貼り付け

水切り設置施工フロー

注記)
水切りは上下流共に設置すること。

100

水切り設置工

L1=5.3*2=10.6m

L2=5.1*2=10.2m

a

橋 長 4200

A2A1

平面図

添架物(鋼管)

添架物(NTT管)

添架物(NTT管)

添架物(鋼管)

水切り設置工 L=3.4m

水切り設置工 L=3.4m

水切り設置工 L=3.5m

旧樋門

水切り設置工 L=6.5m



殻運搬処理

 無筋コンクリート殻

【1.0式当たり】

V1= 0.942 …断面修復工(上部工) = 0.942

V2= 0.382 …断面修復工(下部工) = 0.382

V3= 0.001 …ひび割れ充てん工 = 0.001

合計 = 1.325 m3

t当たり数量(2.35t/m3)

W= 1.325*2.35 = 3.11 t



仮設足場工

 作業用足場設置

構造図

至 徳島 至 阿南

DL=4.000

橋 長 4200

作業用足場設置長 3350

起点
側 終点

側

側面図

575 575

A2A1

35
00

31
00

40
0

灯

お玉大明神

6.35

10.71

9.89

9.869.869.919.909.88

10.02
9.81

10.02

11.35

11.34

11.36

10.01

10.969.63

9.63標

5.96

5.97

10.96

9.49

8.94

5.94

9.91

5.97

T-2

T-1

10.000

9.890

9.91 9.89

橋 長 4200

15
90
0

54
0

68
0

27
10

13
19
0

63
90

68
00

起点
側 終点

側

20 桁 長 4160 20

至 徳島

至 阿南

平面図

徳島小松島線

御玉橋

N

20
10
0

15
00

15
00

作
業

用
足

場
設

置
幅
52
50

作
業

用
足

場
設

置
幅
11
85
0

作業用足場設置長 5050

作業用足場設置長 3350

作業時水位 7.090

痕跡水位 8.270
川
南
排
水
路



 数量算出条件

 足場工数量計算

足場面積算出式(TYPE A1)

　本計画は，床版下面の断面修復が主要な工種となるため，TYPE A1(吊足場(桁高h<1.5))

　を適用する。作業内容に板張防護も含まれる。

A:橋面積(防護工面積)又は足場面積(m2)

橋面積 A=W*L

(防護工面積) W:全幅員(地覆外縁間距離)(m)

L:橋長又は必要長(m)

A= 3.350*11.850+5.050*5.250 = 66.2 m2

朝顔(両側)(TYPE B)

A= 3.350*11.850+5.050*5.250 = 66.2 m2

朝顔 板張防護工(両側)(TYPE B)

A= 3.350*11.850+5.050*5.250 = 66.2 m2

足場を供用している月数

X= 全体工事工程表より(2ヶ月x30日) = 60 日

構造図

断面図

15900

13190 2710

6800 6390

アスファルト舗装

680 530下流側 上流側

全面板張り

安全ネット

作業用足場設置幅 17100

20110

1500 1500

昇降設備

単管パイプ 全面板張り

80
0程

度

作業時水位 7.090

痕跡水位 8.270

安全ネット

11
80
18
0


